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小田急電鉄株式会社（本社：東京都新宿区 社長：星野 晃司）は、２０１９年３月３０日

（土）始発から、小田急線下北沢駅地下１階ホームでホームドアの使用を開始します。 

駅ホームにおけるホームドアの設置は、転落や列車との接触などの事故防止策として高い

効果があります。当社では、２０１２年９月に、新宿駅４番、５番ホームにホームドアを設

置しており、２０２２年度までに１日利用者数１０万人以上の駅にホームドアの設置を進め

る計画です。 

これまで新宿などの終端駅以外の駅でのホームドア設置については、列車を定位置に停車

させるための課題があったことから、ホームドア設置の計画づくりとともに、定位置停止支

援装置※（TASC）の導入を進めてまいりました。これにより、今後は途中停車駅におけるホ

ームドアの設置計画を具体的に推進してまいります。 

※ 電車が駅に到着する際に、自動的にブレーキをかけて定位置に停止させるための運転支援装置です。駅の手

前に設置された地上子から停止位置までの距離情報を車両に送信し、速度パターンにあわせて列車のブレーキ

を制御します。 

なお、ホームドアの設置については、２０１６年１２月に国土交通省から示された「駅ホ

ームにおける安全性向上のための検討会（中間とりまとめ）」の整備方針を踏まえて実施して

います。今後も、国、地方自治体と連携して、ホームドアの設置を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下北沢駅地下１階ホームへのホームドア設置と、今後の当社のホームドアの設置予定につ

いては、下記をご確認ください。 

下北沢駅地下１階ホームドア 

２０１９年３月３０日、下北沢駅地下１階でホームドアを使用開始 

TASC を導入し、一日乗降人員１０万人以上の駅へのホームドア設置を加速します 

～安全・安心な鉄道を目指して、ホーム上の安全に対する取り組みを強化 ～ 



記 

 

１．使用開始 ２０１９年３月３０日（土）始発から 

 

２．設置箇所 下北沢駅地下１階 ３番、４番ホーム 

 

３．下北沢駅の概要 

（１）開業日 １９２７年４月１日 

（２）所在地 東京都世田谷区北沢２－２４－２ 

（３）１日平均乗降人員 １１５，６５８人（２０１７年度） 

 

参考  

■ホームドア設置計画（年度については使用開始目標） 

時期 設置駅 

２０１９年度 代々木上原（１番ホーム、４番ホーム）、東北沢、世田谷代田、梅ヶ丘 

２０２０年度 下北沢（地下２階ホーム） 

～２０２２年度 新宿、登戸、新百合ヶ丘、町田、相模大野、海老名、本厚木、大和 

※ 藤沢駅については、大規模改良工事にあわせて整備を計画するため時期は未定 

 

設置箇所 

新宿（４・５番急行ホーム） 

２０１８年度 代々木八幡、下北沢（地下１階ホーム） 

 

[参考]当社１日の利用者数１０万人以上の駅（２０１７年度実績 １１駅） 

新宿、代々木上原、下北沢、登戸、新百合ヶ丘、町田、相模大野、海老名、本厚木、大和、

藤沢 

 

以上 

 

 


